
　障がいのあるなしによって分け隔てられることなく、互いに人格と個性を尊重し合いながら共に生きていく共
生社会の実現のためには、国や地方公共団体が各種施策を実施していくだけでなく、社会の全ての人々が障
がいのある人について十分に理解し、必要な配慮をしていくことが求められています。しかし、「人権の擁護　
世界人権７０周年みんなで築こう人権の世紀」（法務省人権擁護局　平成 30 年８月）によると、現実には車
いすでの公共交通機関の利用やアパートへの入居を拒否される事案が発生するなど、十分理解が進んでいる
とはいえず、その結果として障がいのある人の自立と社会参加が阻まれており、共生社会が十分に実現されて
いるとはいえない状況があります。

障がいのある人をめぐってどのような差別の実態があるのですか？

法務省の人権擁護機関は、具体的に救済措置を講じた事例として、知的障がい

者に対する遊園地の利用拒否や精神障がいを理由とするスポーツクラブへの入

会拒否等をあげています。

内閣府が行った「人権擁護に関する世論調査」（令和４年１１月公表）に、以下のよう

なデータがあります。

Q　「障害者に関し、体験したことや身の回りで見聞きしたことで、人権問題だと思ったことは、どんなことか」に
対する回答

さらに、障がいの特性に対する知識や理解の不足、介護疲れ、障がいのある人の人権

に対する意識の欠如など、様 な々要因によって発生する障がい者虐待も大きな問題となっ

ています。

福岡県は、令和元年度に県内に居住する障がいのある人及びその介助者 7,300人を対象に「福

岡県障がい者実態調査」を行っています。

それによると、「障がいのある人の人権が尊重されていないと思うことがある」という回答が

78.0％という高い数値を示しています。その回答のうち主な内容の割合は、次の通りとなってい

ます。

（３）障がいのある人の人権について
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「障がいのある人の人権が尊重されていないと思うことがある」 との回答のうち主な内容

①　障がいのある人に対する理解が十分でないこと ４６．２％

②　働ける場所や能力を発揮できる機会が少ないこと ３２．０％

③　差別的な言動を受けること １４．１％

県内の学校で発生した差別事象において、ここ数年の傾向では、個別の人権課題のうち障がい

のある人に関わるものが約９割であり、障がいのある人に対する偏見や障がいについての誤った

認識に基づいた差別的な言葉は、相手を見下したり、自分を卑下したりするために使用される場

面が多くみられます。

学校においても、児童生徒の障がいについての認識や障がいのある人に対する理解が不十分なこ

とで、差別事象が発生しているんじゃないでしょうか。

こうした現状をふまえ、各学校や地域において、障がいのある人の人権に関する取組がどの

ように進められているか、調べてみました。

各学校や地域における取組の現状について
・体験的な活動（当事者の講話や疑似体験等）を取り入れるなどし、障がいのある人から見た社会の障壁や障がいの

状況を、実感を伴って考えることができるようにしている。

・多くの小学校では、中学年の総合的な学習の時間や、道徳科の授業で車いす体験やアイマスク体験等の活動を通

して、助け合って生きる社会にしていくことの大切さを学習している。

・小学校低学年から、特別支援学級との交流学習等を機会として、障がいのある人に対して偏見を持たないよう取り

組んでいる。

・市の社会福祉協議会と連携し、障がい者団体の協力を得て、小学校４年生の総合的な学習の時間に、障がいについ

て学び、体験する学習を行っている。

・小・中学校における学習内容の系統性が大切だ。今後も中学校区ブロックとしての連携を深めていきたい。

・中学校区の人権カリキュラムに位置づけて、人権課題当事者との出会いを通じた学習や、『かがやき』『あおぞら』『あ

おぞら２』などの人権教育教材を使った学習を展開している。

・特別支援学校（学級）との交流活動や共同学習を通して、お互いの良さや違いを認め合える学級集団づくりを進め

ている。

・障がい者スポーツの大会のボランティアに参加するなど、部活動レベルで障がいのある人との交流を行っている。

家庭や地域、関係機関等との連携について
・当事者である児童生徒や家族に当事者がいる児童生徒への配慮、保護者との連携及び職員の共通理解を図る必

要がある。家族も人権課題の当事者と捉えて、その思いや願いを聞き取り大切にするようにしている。

・発達障がいのある児童生徒が安心して学校生活を送れるように発達障がい支援センターのスタッフが授業参観を

行い、助言をもらっている。

・学校間交流、居住地交流のさらなる充実を図る必要がある。（交流から共同の学びへ）

・特別支援学校との交流を行う前の綿密な打合せと特別支援学校教師による児童生徒への事前学習を実施してい

る。

学校における差別事象について

令和元年度「個別の人権課題に関する指導方法等調査研究事業」における市町村教育委員会や県立学校への聞き取りから
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一方、取組を進めている中で、各学校がどのような課題を感じ、今後どのように取り組んでい

きたいと考えているのか、次に紹介します。

併せて、授業を行っていく上で、多くの先生が以下の点について、気になっている・悩んでいることが

分かりました。

　障がいを「かわいそうなもの」と捉えることなく、一人一人の「個性」と捉えるようにしましょうと
いう教師の語りかけをよく聞きます。この教師からの言葉を、児童生徒はどのように受け止めるで
しょうか？
　この場合の「個性」とは、例えば車いすユーザーだとすると、車いすをつかう状況にあることが

「個性」なのか、車いすユーザーの中にも様 な々「個性」があるということを指しているのか、教師
も自身の意図を具体的に例示しながら話す必要があります。
　また、「やさしさ」や「思いやり」という言葉もよく使われます。この点についても、検証授業を
行うにあたり、様 な々意見交換がなされました。

　一人でも多くの人を「アライ（ally　英語で同盟、支援者を意味し、人権に関して使われる場合は、
マイノリティの人たちを理解し、自分にできることは何かを考えて行動する人のことを言う）」にするこ
とも大切です。九州大学病院耳鼻咽喉・頭頸部外科の医師である菊池良和先生は、KARAFULL　
№１５で吃音のある人のエンパワーメントにつながる周囲の人々 の関わり方について、「『アライ』はす
てきな言葉です。しかし、吃音で悩んでいる人の周囲には、吃音のことを理解し、自分ができること
を行う支援者が少ないと実感しています。吃音のある人の『アライ』が増えていけばいいなと感じてい
ます。」と述べられています。「アライ」という言葉は、性的マイノリティの味方でいようとする人たち
がそのスタンスを表明する際に使われてきましたが、最近では、様々なマイノリティの側に立ち、理
解・支援しようとするときに、使われるようになりました。「アライ」を増やしていくという視点で授業
を構成していくことは、どの人権課題であっても重要なことだと思います。

・障がいを「かわいそうなもの」と捉えるのではなく、一人一人の「個性」と捉えるように努めているが、
「障がいは個性だから、お互いに尊重しましょう」と言うだけでは、児童生徒が自分事として実感できて
いないような気がしている。

・「同情」「特別扱い」にならぬよう、共生の視点を大切にしたり、力強さ、たくましさ等に着目させたり
するようにしているが、「〇〇さんは、すごいと思いました」というような、少し距離を感じる感想に留
まってしまっているような気がしている。

・「やさしさや思いやり」は、個別の人権課題に関する学習に限らず、人権標語や人権ポスターでもよく使われて
います。人間関係やコミュニケーションを円滑にするためには大事な要素ですが、それだけで十分とは言えないの
ではないでしょうか。「やさしさ、思いやり」の考えが、差別的な考えを払拭するものになっているのか、「悪意な
き善意の押し付け」になってはいないかについては、もっと議論すべき点があるように思います。

・伝え方によっては、「やさしさや思いやりの心を持ちましょう」は、他者から与えられたり他者に与えたりする恩恵
的なイメージで、与えるか与えないか、どう与えるかはその人の気持ち次第ということに陥ってしまうおそれがあり
ます。人権問題を考える時、大切なのは、「やさしさや思いやり」だけで、差別は乗り越えさせられないというこ
とです。その意味で、差別解消法の意義を学ばせる必要があると思います。

取組を進めていく中での課題と今後取り組みたいこと
・今後は、ゲストティーチャーを招聘する等の学習活動にも取り組んでいきたい。
・小学校４年生の学習で、障がいのある人について学習を仕組むが、その時だけの学習で終わり、日常化していないこ

とに課題を感じている。
・ＳＮＳ等で障がいに対する差別的な用語が広まっている。そのことに留意しつつ子どもの日常的な言葉使いに気を

配り、指導をしていく必要がある。
・「障害者差別解消法」を踏まえた教職員研修の機会を設けなければならない。
・校内の人権・同和教育部会や特別支援教育部会などでの学習内容の検討と学習後の振り返りが必要だ。
・学習したことをどのように学校全体や保護者に発信していくか。特別支援教育コーディネーターを中心とした特別支

援教育の推進体制が重要だと感じている。

参考 まとめ動画 
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　国連総会は、昭和 56（1981）年を「国際障害者年」とし、障がいのある人も人間としてかけがえのない存
在（尊厳）であり、当たり前に暮らせるように、社会こそが変わらなければならないと宣言しました。
　その後、平成４（1992）年までの「国際障害者の１０年」をきっかけとして、我が国でも取組が徐々に進ん
できました。平成19（2007）年の「障害者の権利に関する条約」への署名、「障害者基本法」の改正などを
経て、平成 28（2016）年に障がいを理由とする差別の禁止を具体化した「障害者差別解消法」が施行され
ました。
　令和 6（2024）年４月１日から改正障害者差別解消法が施行され、これまでの「不当な差別的取扱いの禁
止」に加え、事業者にも「合理的配慮の提供」が義務化されます。

内閣府リーフレット　「令和６年４月１日から合理的配慮の提供が義務化されます！」 から

　「不当な差別的取扱い」とは、企業や店舗などの事業者や、国・都道府県・市町村などの行政機関等に

おいて、例えば、「障がいがある」という理由だけで、財・サービスや各種機会の提供を拒否したり、それ

らを提供するに当たって場所・時間帯等を制限するなど、「障がいのない人と異なる取扱い」をすることに

より、障がいのある人を不利に扱う行為をいいます。

　障がいのない人と異なる取扱いに「正当な理由がある場合」の判断は、個別のケースごとに行うことが

重要であり、「過去におなじようなことがあったから」「世間一般にはそう思われているから」といった理由

で一律に判断を行うことは、「正当な理由がある場合」には該当しないとされています。

障害者差別解消法について

　日常生活・社会生活において提供される設備やサービス等については、障がいのない人は簡単に利用

できても、障がいのある人にとっては利用が難しく、結果として障がいのある人の活動などが制限されて

しまう場合があります。このような場合には、障がいのある人の活動などを制限しているバリアを取り除く

必要があります。このため、

障害者差別解消法では、

行政機関等や事業者に対

して、障がいのある人に対

する「合理的配慮」の提供

を求めています。合理的配

慮の提供に当たっては、社

会的なバリアを取り除くた

めに必要な対応について、

障がいのある人と対話を

重ね、共に解決策を検討し

ていくことが重要です。こ

のような、双方のやり取りを

「建設的対話」といいます。
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　障害者差別解消法について理解を深めていくと、私たち教師が障がいのある人に関する授業づくりを

行うに当たり、踏まえておくべき内容に気付くことができます。以下、「合理的配慮の提供における留意点

（対話の際に避けるべき考え方）」と、「障がいの社会モデル」について述べていきます。

　無意識の思い込みや偏見のことをアンコンシャス・バイアスともいいます。多くは過去の経

験や周囲の意見、日々 接する情報等から形成されるもので、誰もが持っています。しかし、自

分自身のアンコンシャス・バイアスに気付かずにいると、知らず知らずのうちに、相手を傷つけ

たり、決めつけたりして周りに悪影響を及ぼす可能性があります。　

《自分基準のこんな「思い込み」ありませんか？》

〇高齢になると考え方は変わらない　　〇男なら、残業・出張・転勤をして当然！

〇自分の周りには性的マイノリティはいない　〇雑用や飲み会の幹事は若手の仕事だ

合理的配慮の提供における留意点（対話の際に避けるべき考え方）

「特別扱いできません」

・合理的配慮は障がいのある人もない人も同じようにできる状況を整えることが目的であ

り、「特別扱い」ではありません。

「〇〇障がいのある人は…」

・同じ障がいでも程度などによって適切な配慮が異なりますので、ひとくくりにせず個別に

検討する必要があります。

　障がいの社会モデルとは、障がいのある人が日常生活又は社会生活で受ける様々な「制限」は、障が

いのある人ご自身の心身のはたらきの障がいのみが原因なのではなく、社会の側に、様々な障壁（バリア）

があることによって生じるもの、という考え方であり、障害者権利条約の基本理念を踏まえたものです。

参考 p.52 マイクロアグレッション

内閣府リーフレット　「令和６年４月１日から合理的配慮の提供が義務化されます！」 から

障壁（バリア）は、上の図のような物理的なものだけでなく、例えば、発達障がいの方の言動

を「おかしい」として排除するなど、心理的なものもあります。その場合は、排除することなく、

ありのままを受け入れ認めるなど、安心して過ごせる環境づくりが重要となります。
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ふれる・気付く 深める 発信する・行動する

高　

等　

学　

校

第三学年

第二学年

第一学年

中　

学　

校

第三学年 

第二学年

第一学年

小　

学　

校　

高学年

中学年

低学年

【特別活動】 『あおぞら２』
「いろいろな人が働く」

【特別活動】
障害者差別解消法の条文を参考
に行動目標を立てる P.83 ★ 1

【公共】
雇用と労働問題
障害者雇用促進法

【特別活動】 『あおぞら』
「Mahalo」

【特別活動】 『かがやき』
「一緒に行きませんか」

【特別活動】 『かがやき』
「バリアフリー」

【保健】
ユニバーサル社会

【家庭総合】
人の多様性と社会参加
ノーマライゼーション
意思決定支援

【公共】
差別解消法について
既習事項を確認する。

【美術】
ピクトグラム　

【社会科】
安心して暮らせる社会
ユニバーサルデザイン

【社会科】
障害者差別解消法を想起し、
その意義を他の人権課題と関
連付けて理解する P.81 ★ 1 【夏休み課題】　

人権作文

【道徳科】 『あおぞら』
「ユニバーサルデザインって何？」 【特別活動】 『あおぞら２』

「Ｓｏｍｅｄａｙ」

【美術科】
ユニバーサルデザイン

【道徳科】 『あおぞら』
「なんでバイバイすると
やか？」

【総合的な学習の時間】
手話体験 ・ 点字体験

【社会科】
障害者差別解消法につ
いて知る P.79 ★ 1

【音楽科】 『あおぞら』
「手話で歌おう」

【総合的な学習の時間】
みんなのすみやすい町づくり
障がいのある人や妊婦の方の
体験

【総合的な学習の時間】 『あおぞら』
「街かどウオッチング」

【道徳科】 『あおぞら２』
「気になるマーク」

【国語】
点字

【国語科】
「スイミー」

【道徳科】 『あおぞら２』
「車いすのおじさん」 【特別活動】 『あおぞら』

「手話で歌おう」

【国語科】
「おおきなかぶ」

【特別活動】 『あおぞら２』
「かかりのしごと」

【道徳科】 『あおぞら』
「あしあと」

障がいのある人の人権に関する体系化表の例
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★１【参考】障害者差別解消法の改正について

　これまで「合理的配慮の提供」について、国や地方公共団体は法的義務を負っていましたが、事業者は努力

義務であったため、法律的な拘束力が弱いといった点の指摘から、令和 6（2024）年４月１日から改正障害者

差別解消法が施行され、これまでの「不当な差別的取扱いの禁止」に加え、「合理的配慮の提供」が義務化さ

れます。

体験を取り入れた指導方法の工夫

小学校４年生の学習で、障がいの
ある人を取り上げた学習を行う
が、その場だけの学習で終わり、
形骸化していくことに課題を感じ
ている。

　教師が、多くの児童生徒に体験的な学習
の経験があることを知らないまま体験的な
活動を単に繰り返しているのではないか。
　実態を把握して、「発信する・行動する」
にねらいを重点化した授業へと改善を図る
必要があると思う。

体験的な活動等については、その取組を系統的に展開する、事前・事後指導を工夫するな
どにより、単発的なものに終わらせることなく、学校における人権教育全体の中での意義を
明確にしながら、その成果を効果的に活かしていくことが肝要です。

障がいのある人の人権に関わる学習活動において、様々な体験を取り入れるなどの指導方法
の工夫がなされています。今回、手引書作成の過程で実施した説明会の参加者や検証授業
の協力校からは、体験を取り入れた指導を行う際の課題として、以下のような意見が出されま
したので一部を紹介します。

　また、体験的な活動等の事後指導として、教職員が児童生徒の学びを把握することはと
ても大切なことです。その際の大切な視点が、まとめ動画の中で提起されています。
　ある学生が、介護等体験に「来られる側」の立場から「体験学習」の実態について書い
たレポート（一部）を紹介します。

　盲学校 ( 当時 ) に通っていた頃、学校行事で介護等体験をした学生がよく「視覚
に障がいのある人が日々を一生懸命生きている姿に勇気づけられました」、「視覚に
障がいがあっても僕たちと同じように学習 ･ 生活していて感動しました」などと感想
で言っている。
　しかし、私や私のクラスメイトは毎日を一生懸命生きているわけでもなければ、
ましてや誰かに感動を与えようとしているわけでもないので、私たちを見て感動して
いる時点で「障害者理解」という言葉はまだまだ名ばかりだと思った。
　（中略）感動されない社会を作るために、私が社会に出て様々なコミュニティに
参加することで貢献したいと考えている。

　豊かな人間性や社会性を育むため、体験的な活動を多様に取り入れるなどの指導方
法の工夫を行う必要がありますが、体験的な活動を取り入れて実施するだけで、人権
教育の目標が自ずと達成されるわけではありません。
　児童生徒が自らの行動を変容させる要因や、児童生徒の内面における人権課題への
自覚の深まりを意識した指導の構成が不可欠です。
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　今回例示している高等学校学習展開例では、自立というキーワードが使われていますが、これは他者から支援
や協力を求めずに何でも一人でできるということではありません。本時では個に応じた自立の形があることに気付
き、それをふまえ、共生社会の実現にむけ、どのような行動をしていくことができるのかを考えさせていきます。
そのため、小学校段階から「車いすの利用者はこうだ」や「こういう支援を必要としている」等の固定的な見方や
考え方をゆさぶるような工夫が必要となってきます。そのためにも各校種における学習展開例が、どのようにつな
がっているのか把握しておきましょう。

■　ねらいの重点化について

　これまで、障がいのある人の人権に関する学習について、県教育委員会作成の教材や地域教材等を活

用して様々な教育実践がなされてきました。また、そうした教育実践をもとにして、多くの研究協議が

行われてきました。

　その中で、障害者権利条約の基本理念である障がいの「社会モデル」という考え方も浸透してきまし

た。社会の側が取り除くべき障壁（バリア）は、通行・利用しにくい施設・設備などの社会における事物だ

けでなく、利用しにくい制度や障がいのある人の存在を意識していない慣習・文化、障がいのある人に

対する偏見なども含まれることから、多くの教科書において、それを踏まえた内容が掲載されています。

学習展開例 本時のねらい 体系化表における整理 （例）

小学校
（社会科）

国民の権利や人権に関する課題につい
て考えることを通して、 基本的人権の尊重
の考え方を理解することができる。

ふれる・気付く
　国民の権利が保障されていないという課題を考え
る中で、 障害者差別解消法について知る。

中学校
（社会科）

人権に関する課題について話し合う活動
を通して、 法律に基づいた行動が平等な社
会づくりにつながることを理解し、 まとめる
ことができる。

深める
　社会的障壁の除去について話し合う中で、 小学
校で学習した障害者差別解消法を想起し、 その意
義について、 他の人権課題と関連付けて理解する。

高等学校
（特別活動）

自立について考える活動を通して、 共生
社会の実現に向けて、 自他の個性を尊重
しつつ、 共に生きる人間として豊かに成長
しようとする態度を育てる。

発信する・行動する
　自立について考える活動の中で、 障害者差別解
消法の条文を参考にし、 社会に働きかけるよう自ら
の行動目標を立てる。

    
バリアフリートイレについてみ

んなが知っていることを教えて

ほしいな。

　障がいのある人の権利を守

るために、障害者差別解消法と

いう法律がつくられたんだ！

障害者差別解消法には、合理的配

慮の提供について示されているけ

れど、障がいのある人の意向を最大

限に尊重することが大切なんだな。

例えば、映画館にある車いす

利用者のための観賞用スペー

スをもとに、合理的配慮につ

いて考えよう。

「自立している」とはどういうこ

とを指すのかな。また、「全ての

人が自立する」ためには、どん

なことが必要でしょうか？

人はみな自分にあった自立の形があるんだ！

お互いの「個性」を尊重して行動することで、

世の中を良い方向にかえていけるの

ではないだろうか。

障害者差別解消法を位置付けた学習展開例
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小学校学習展開例

校種/教科等 小学校　社会科 対象学年 第６学年

単元名 憲法とわたしたちの暮らし 

人権教育を通じて育てたい資質 ・ 能力の分類

技能的側面　④公平 ・ 公正な思考力 ・ 判断力

ふれる・気付く

　国民の権利が保障されていない
という課題を考える中で、 障害者
差別解消法について知る。

体系化における位置付け

１　本時のねらい

　国民の権利や人権に関する課題について考えることを通して、 基本的人権の尊重の考え方を理解す

ることができる。 【知識及び技能】

２　展開例

学習活動 ・ 内容 教師の支援及び指導上の留意点 配時

１　人を大切にすることについての

問いをもとに交流し、 学習のめ

あてを話し合う。

〇　児童が自分の考えを持てるように、「人を大切にするとは、

どのようなことか」 とたずねる。

★１　事前にアンケート等を取ってもよい。 （P.85）

　　また、 児童がイメージを持ちやすくするため、 まず、 「自

分が大切にされていると感じるときはどのようなときか」

等の発問をすることも考えられる。

※　人を大切にすることとして、 憲法では、 基本的人権の尊

重 （人がもっている権利を大切にすること） があると説明

し、 基本的人権の尊重について考えていこうと投げかける。

５

２　国民の権利について話し合う。

　

（１）　国民の権利が日本国憲法に

定められていることを知る。

（2）　国民の権利や国民の義務が

あることを知る。

・ 法のもとの平等

・ 健康で文化的な生活を送る権

利

・ 居住 ・ 移転、 職業を選ぶ自由

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等

（3）　日本国憲法が児童の生活と

つながっていることを確認す

る。

〇　国民の権利に関する絵や日本国憲法の条文を資料として

提示する。

〇　日本国憲法が児童の生活とつながっていると気付くことが

できるように、 児童の生活から例を挙げながら、 国民の権

利や国民の義務とを関連させる活動を行う。

〇　本展開では、 教師が児童に問いかけながら、 学級全体で

確認していくように展開していく。 学習活動 3 につながる「法

のもとの平等」 「健康で文化的な生活を送る権利」 「居住 ・

移転、 職業を選ぶ自由」 については、 特に具体的に取り上

げる。その他の権利及び義務についても、簡潔に取り上げる。

〇　「法のもとの平等」 「健康で文化的な生活を送る権利」 「居

住 ・ 移転、 職業を選ぶ自由」 等、 自分も含め、 全ての人に

保障された権利だと気付かせ、 自分のこととして考えさせて

おくことは、 学習活動 3 で人権課題を考える観点となる。

１５

　めあて　基本的人権の尊重について考えを出し合い、 分かったことを書こう。
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３　国民の権利をもとにして、 人

権に関する課題について考え、

ペア及び全体で話し合う。

（1）　アイヌの人々、 ハンセン病患

者 ・ 元患者の人々の人権に関す

る課題に気付き、 基本的人権が

保障されていないことを理解す

る。

（予想される児童の回答）

・ アイヌの人々の独自の文化が

守られていない

・ ハンセン病にかかった人々が

法律で強制的に療養所にいれ

られた

・ 様々な差別や偏見に苦しめら

れている

（2）　「障害者差別解消法」 等全て

の人の権利が守られるための法

律があることを知り、 一人一人

の権利が守られることの大切さ

に気付く。

（3）　日本国憲法 11 条を理解す

る。

〇　基本的人権が保障されていないという課題について、 ア

イヌの人々、 ハンセン病患者 ・ 元患者の人々に関する人権

課題を通して考える場を設定する。

　まず、教科書に掲載されている資料を読み、アイヌの人々、

ハンセン病患者 ・ 元患者の人々は基本的人権が守られてい

るかを問う。

　次に、 基本的人権が守られていないと思う個所に下線を

引かせる。 その後、 下線を引いた箇所をペアで、 発表し、

どのような権利が守られていないと思ったかを話し合う場

を設定する。

　最後に全体で交流する場を設定する。

★２　個別の人権課題についての取扱いは、 P.85 を参照す

る。

〇　「権利が保障されている人」 「権利が保障されていない人」

がいることをどう思うか、 どう考えるかを問い、 解決して

いくために国は、 間違ったことは改め、 人権を守る責任が

あり、 そのために法があることを説明する。 ここでは、 「障

害者差別解消法」 や 「バリアフリートイレ」 を例として説明

する。

★ 「障害者差別解消法」 等の説明については、 P.85 を参照

する。

※　アイヌの人々、 ハンセン病患者 ・ 元患者の人々に関す

る法律についても取り上げ、 解決に向けた取組がなされ

ていることを説明する。

〇　最後に日本国憲法 11 条を提示し、 基本的人権の尊重に

ついての説明を加えながら読み、 本時のまとめをする。

２０

４　基本的人権の尊重について分

かったことを記述する。

・ 国民の権利が守られることが、

基本的人権の尊重につながる

と分かった。

・ 国民の権利を守るために法律

があることが分かった。

・ 私たち一人一人が権利や法を

知って、 守ることが大事だと

思った。

○　自分の考えをまとめられるように、 本時のキーワードやま

とめ方の例を示す。

※ （事後展開の例）

障がいのある人、 アイヌの人々、 ハンセン病患者 ・ 元患

者の人々の人権に関する課題について調べる、 権利や法

の内容について調べるといった学習活動にもつなぐこと

ができる。

５

　まとめ　日本国憲法に基本的人権が原則として示されており、 全ての人は、 人間らしく生きる

権利を生まれたときから持っている。
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中学校学習展開例

校種/教科等 中学校　社会科 対象学年 第３学年

単元名 憲法が保障する基本的人権

人権教育を通じて育てたい資質 ・ 能力の分類

技能的側面　③人間関係調整力 ・ 問題解決力

深める

　社会的障壁の除去について話し
合う中で、 小学校で学習した障害
者差別解消法を想起し、 その意義
について、 他の人権課題と関連付
けて理解する。

体系化における位置付け

１　本時のねらい

　人権に関する課題について話し合う活動を通して、 法律に基づいた行動が平等な社会づくりにつな

がることを理解し、 まとめることができる。 【思考力 ・ 判断力 ・ 表現力等】

２　展開例

学習活動 ・ 内容 教師の支援及び指導上の留意点 配時

１　資料を読み取り、 平等な社会
づくりについての課題を話し合
う。

2　女性に関する人権の課題に気
付くとともに人権課題を自分の
課題として捉える。

〇　生徒が 「人権課題は自分たちの課題である」 と捉えるとと
もに、 本時のねらいである 「平等な社会づくりとは」 という
問いを持てるようにする。

○　男女でみた平均年収や雇用の形態別、 管理職の割合を提
示し、 男女間の格差から課題 （女性の人権に関する課題）
を捉え、 「法の下の平等」 の観点から、 平等な社会づくりに
ついて考えていこうと方向付ける。

※　管理職の意味については、 説明を加えると理解につながり
やすい。

★１　参考資料については、 P.86 を参照する。
※　女性の人権に関する人権課題については、 学校や生徒の

実態等を踏まえ、 教科書に掲載されている資料等を活用し
たり、 他の人権課題に変更したりする等、 指導内容を工夫す
る必要がある。

１０

3　映画館に行った場面での、 社
会的障壁について考え、 基本的
人権の観点から意見を出し合う。

（１）　映画館は映画観賞を楽しむ

ために、 様々な設備等の工夫が
あることに気付く。 　
・ 座席を選ぶ
・ 飲み物等を買い、 会場に運ぶ
・ トイレに行く　　　　　など

（2）　車いすを利用している人が

映画館を利用する場合に、 困る
ことがあるかに気付く。
・ どこで鑑賞すればよいか困る

のではないか
・ 買った飲食物を運べないので

はないか
・ 多目的トイレが必要ではない

か

○　社会的障壁について考え、 基本的人権の観点から意見を
出し合うことができるようにする。

○　まず、 自分が映画館を利用した場合の行動を想定する。
※　映画館を利用したことがない生徒がいることも想定してお

く。 映画館試写室の座席の挿絵等を準備すると生徒がイメ
ージしやすい。 また、 挿絵等を活用し、 「自分が座りたい座
席の場所は」 と選ばせてみると、 この後の車いすを利用して
いる人が座席を選ぶことの観点となる。

○　次に、 車いすを利用している人が映画館を利用した場合の
行動を想定し、 全体で意見を共有する。

※　座席については、 車いすで鑑賞できるスペースが設けられ
ていて、 映画館によって様々な配慮があることを伝える。

○　車いすの利用者に、 設備等の利用で制限があるのではな
いと投げかけ、 生徒の考えを取り上げる。

１５

・ 20 代では小さな差があり、 だ
んだん差が大きくなっている。

・ 女性の管理職の割合が少ないこ
とと、 賃金の差が大きくなって
いることが、 関連しているので
はないか。

　めあて　平等な社会づくりについて話し合い、 課題解決に向けて自分の考えをまとめよう。
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（3）　映画館の設備等について、

車いすを利用している人が困っ
ていることを基本的人権の観点
から意見を出し合う。
・ 座席が選択できないのはどう

だろうか
・ 一緒に行った人と座席に座っ

て鑑賞したいかもしれない
・ 施設の設備を変えることは、

難しいのではないか
・ 映画館だけだろうか

○　次の学習活動につながるように最後に 「障害者差別解消
法」 についてふれる。 その際、 小学校での同法についてど
のように学習したのかについて想起させてもよい。

　

4　「障害者差別解消法」 から解決
方法を考える。

（1）　「障害者差別解消法」 の内容

を理解する。
・ 不当な差別的取扱いの禁止
・ 社会的障壁の除去

※　主な条文
　 第１条、 第２条１ ・ ２、 第７条、

第８条

（2） 合理的配慮の内容を理解し、

解決方法について話し合う。
・ 合理的配慮の提供

※　主な条文
　 第５条、 第７条、 第８条

（3） 法に基づいた言動の大切さ

に気付く。

★２　具体的な説明の例については、 P.85 を参照する。

○　不当な差別的取扱いの禁止、社会的障壁の除去について、
定義を示し、 具体例を用いて説明する。

※　社会的障壁の除去 ( 事物 ) の例として、 学習活動３とつ
ないで、車いすスペースや多目的トイレについて示す。 また、
参考資料 『「合理的配慮」 を知っていますか？』 【内閣府】
を活用し、 社会的障壁の除去の例を説明することも考えら
れる。

○　合理的配慮の定義を示し、 具体例を用いて説明する。
※　社会的障壁の除去 ( 観念 ) とつないで、 車いすを利用し

ている人は車いすスペースで鑑賞するはずだと、 話を聞か
ず決めつけてしまうこともあるかもしれないことに気付か
せる。その際、参考資料『「合理的配慮」を知っていますか？』
【内閣府】 を活用し、 合理的配慮の例を説明することも考
えられる。 　　

　
○　学習展開２をふりかえり、男女間の格差の解消のため 「男

女雇用機会均等法」 や 「男女共同参画社会基本法」 があ
ることを説明し、 法を理解し、 法に基づいた行動をしてい
く必要があることを押さえる。 そして、 社会的障壁は事物
の除去とともに、 観念等の除去が重要であり、 課題解決
は、 国の責務であるとともに国民の責務でもあることをお
さえ、 本時のまとめをする。

２０

5　平等な社会づくりの解決方法
について自分の考えをまとめ
る。
・ 法の内容を理解して、 自分が

できることを考え、 行動して
いく

・ 相手の意思を聞いて行動した
り、 話し合ったりするといっ
た合理的配慮の考え方は、 他
の課題を解決する上でも大切
だ

○　自分の考えをまとめられるように、 本時でのキーワード
やまとめ方の例を示す。

※ （事後展開の例）　
　設備等について調べる、 法の内容について調べるといっ
た学習活動にもつなぐことができる。

５

　まとめ　一人一人が法の内容を理解するとともに、 法の基本理念に基づいた行動を

していくことは、 平等な社会づくりにつながる。
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高等学校学習展開例
発信する・行動する

　自立について考える活動の中で、 障害者
差別解消法の条文を参考にし、 社会に働
きかけるよう自らの行動目標を立てる。

体系化における位置付け

１　本時のねらい

　自立について考える活動を通して、 共生社会の実現に向けて、 自他の個性を尊重しつつ、 共に生

きる人間として豊かに成長しようとする態度を育てる。

２　展開例

校種/教科等 高等学校　特別活動

対象学年 ―

人権教育を通じて育てたい資質・能力の分類

価値的・態度的側面　④参加・参画

学習活動 ・ 内容 教師の支援及び指導上の留意点 配時

１ それぞれが考える自立につい

て、 意見を発表する。

（１）　自立について考える。

　 ・ 生活するお金を稼げること

・ 自分で考え、 選択や行動でき

ること

・ 身の周りのことが自分ででき

ること　　　　　　　　　　　　　等

（２）　学習のめあてを確認する。

※　授業を実施するに当たって、 当事者や関係者がいること

を想定して、 内容の取扱いや表現等に対する生徒の反応に

は留意するとともに、 日頃から適切な関わりに努める必要

がある。

〇　自立しているとはどういうことか、問いかけ、経済的な面、

精神的な面、 身体的な面に関すること等、 生徒それぞれが

考える意見を尊重し、 取り上げる。

〇　｢ 自分自身が自立するということについて考えを聞かせ

てもらったけれど、 全ての人が自立するためには、 どんな

ことが必要だろうか ｣ と問いかけ、 めあてにつなげる。

※　全ての人とは、 障がいのある人、 外国人、 性的マイノリ

ティ等を含む全ての人を指すことに留意する。

※　生徒の実態をつかむために、 事前に 「自立」 についての

アンケートをとり、 その結果を用いて進めることも考えられ

る。 （協力してやれること、 常に成長していること等のアン

ケート結果が出ることも想定できる）

　

〇　「自立していくことに関して、 不安や困っていることはな

いか」 などと問いかけ、 考えさせてから 「いろいろな人が

働く」 （『あおぞら２』） の視聴につなげる。

５

２  ｢ いろいろな人が働く ｣ （『あ

おぞら２』） を視聴し、 次の質問

①、 ②を個人で考えた後、 ペア

で交流する。 その後、 全体で交

流する。

（１） 「Ａ君」 をよく知り、 一緒に

考えていくことが大切なことに

気付く。

① 「Ａ君」 を周囲はどう思ってい

るか

・ 不満に思っている

・ 心配している　　　　　　　　等

※　「いろいろな人が働く ｣ （『あおぞら２』） では、 「Ａ君」 と

表されているため、敬称については 「さん」 ではなく 「君」

を用いて説明している。

〇　周囲の関わりや ｢ Ａ君 ｣ に対する理解に視点がつながる

ように、 「わたし」 （主人公） の立場で考えるように促す。

（全体交流の場面）

★１　「Ａ君」 の困りごとに対して、 まわりの人の中には不満

に思っている人もいる。 ｢ Ａ君が悪いのだろうか」 等と問

いかけ、 「Ａ君」 が悪いわけではないことを確認して、 どの

ようにしたら解決できるのかにつなげる。 （P.87）　

○　「Ａ君」 の困っていることを解決するためには主人公のよ

うに 「Ａ君」 のことをよく知る必要があり、 一緒に考える

ことが大切であることを確認する。

３０

　めあて　　全ての人が自立するために必要なことを考え、 自立に向けた行動目標を立てよう。
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② 「Ａ君」 が困っていることはど

のようにしたら解決できるか

・ 「Ａ君」の困っていることを聞く

・ 具体的に手伝えることを聞く　　

・ 相談にのる　　　　　　　　等

（２） 自分も多くの人と関わり、 支

えられながら生きていることを

認識し、 互いに協力し合うこと

の大切さに気付く。

（３） 一人でできないことがあるこ

とが自立できていないことでは

ないことを認識し、 それぞれに

応じた 「自立」 の形があること

に気付く。 また、 それぞれの状

況や障害の程度等により、 様々

な自立の形があっても良いこと

に気付く。

３ 「障害者差別解消法」 の内容を

理解する。

・ 不当な差別的取扱いの禁止

・ 社会的障壁の除去

・ 合理的配慮の提供

【主な条文】

第一条 （目的）

・ 人格と個性を尊重し合いなが

ら共生する社会の実現をめざ

すこと

第七条 （行政機関等における障害

を理由とする差別の禁止）

・ 社会的障壁の除去の実施につ

いて必要かつ合理的な配慮を

すること

第四条 （国民の責務）

・ 国民の責務として差別の解消

の推進に努めなければならな

いこと

※　合理的配慮をする際に大切になってくる 「当事者にきく」、

「当事者と考える」 といった視点につながる事を意識して

指導する。

○　これまで自分が困ったことやうまくいかないことがあった

ときに、 どのようにして解決してきたかを想起させ、 誰か

に支えられて生きており、 「Ａ君」 が特別ではないことに気

付かせる。

※　自分事にするために、 具体的な場面 （学校行事や授業、

進路等） を例示することで想起しやすくする。

※　意見が出にくいことも考えられるため、 事前にアンケート

等をとっておくことも考えられる。

○　「一人でできないことがあるのは 『自立』 できていない

のだろうか」 と問いかけ、 出来ないときに人に助けを求め

ることができることも自立であることを確認する。

※　誰にでも苦手なこと、 得意なことがあり、 できることを

人のために生かすこと、 できないことは人に助けてもらう

ような関係が大切である。 そのような社会が共生社会であ

り、 共生社会の実現のために中学校のときに学習した 「障

害者差別解消法」 にも述べられていることを確認して法律

につなげる。

★２　共生社会 ： 誰もが相互に人格と個性を尊重し支え合い、

人々の多様な在り方を相互に認め合える全員参加型の社会

　（文部科学省ホームページより） 参考

★３　｢ 障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律 ｣

参考

〇　条文 「いろいろな人が働く」 のスライドとスライドの内容

を関連付けて、 条文の内容を確認する。

・ 不当な差別的取扱いの禁止

※　スライド 16、 17 の場面を提示し、 個性の尊重、 共生社

会の実現につながる事を確認する。

・ 社会的障壁の除去

※　スライド 2、 3 の場面を提示し、 「社会的障壁」 は事物や

制度だけでなく、 人々の意識 （偏見、 無理解など） にある

ことを確認する。

・ 合理的配慮の提供

※　スライド 5、 6 の場面を提示し、 合理的な配慮について

確認する。

　『｢ 合理的配慮 ｣ を知っていますか？』 【内閣府】 を活用し、

具体的な例を補足して説明することも考えられる。

※　共生社会の実現のために、 法を理解し、 一人一人が行動

していくことが重要であることを確認して、 行動目標を立

てることにつなげる。

１０

４　共生社会の実現に向け、 自分

ができることを考え、 行動目標

を立てる。

・ 他者の困りごとに気付いたら、

話を聞いてできることを一緒

に考える

・ 自分も困ったときには、 他者

の力を借りることができるよ

うになる

・ 日頃から気付いたことは声を

かけたり、 自分も相談し支え

てもらったりできる関係を築

いていく

〇　それぞれに応じた 「自立」 について具体的な行動目標を

たてることができるように、 学習したことを振り返る。

〇　授業を実施するに当たっては、 ただ単に差別の辛い現実

を伝えるのではなく、 「一人一人が声を上げることで、 よ

い方向（法律も含め）に変わってきている」という希望と「自

分が世の中を変えていく」 という生徒の意欲付けにつなが

る授業となるように留意する。

５
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■　小学校学習展開例に関わる学習計画例

〇主な学習活動 ・ 学習内容 ねらい

１

【配時３】

〇　日本国憲法の基本的な考え方について
調べる

　 ・ 憲法とは
　 ・ 日本国憲法の三つの原則

日本国憲法について知り、 わかったことと
自分の体験とをつなげて学習問題をつくるこ
とを通して、 わたしたちの暮らしと憲法のつ
ながりに関心を持つことができる。

２

【配時３】
本時
2/3

〇　日本国憲法の三つの原則について調べ
る

　 ・ 国民主権
　 ・ 基本的人権の尊重
　 ・ 平和主義

日本国憲法の三つの原則について調べる
ことを通して、 政治の働きとわたしたちの暮
らしとを重ね合わせて理解することができる。

３ 

【配時４】

〇　立法、 行政、 司法の三権の果たしてい
る役割や税金の働きについて調べる

　 ・ 国会のはたらき
　 ・ 内閣のはたらき
　 ・ 裁判所のはたらき
　 ・ 税金のはたらき

三権の役割や三権分立、 税金のはたらき
について調べることを通して、 民主主義の政
治を進めるための大切なしくみについて理解
するとともに、 一人一人がよりよい暮らしを
支える国家及び社会の一員として役割を果
たしていることについて気付くことができる。

４　

【配時３】

〇　わたしたちの暮らしと社会の課題につい
て考える

　 ・ 国民の権利
　 ・ 人権に関する課題　

国民の権利や人権に関する課題について
考えることを通して、 基本的人権の尊重の
理念を理解することができる。

小学校の学習展開例に関連して

※　学習計画との関連については、P.28「差別解消三法と小学校における学習計画との関連について（例）」
をご覧ください。

★１　複数の児童の考えを発表させたいものでもあり、すぐには答えにくい問いでもあるため、前時にアンケー
トを行うことは有効だと考えられます。また、全員の意見が反映されたアンケートの回答を提示することに
より、「学習に参加している」ことを実感させ、自己存在感をもたせることにもつながると思われます。さ
らに、児童が問いのイメージを持ちやすくするため、まず、「自分が大切にされていると感じるときはどの
ような時か」等の発問をしてもよいでしょう。

★２　この学習展開例で取り扱う人権課題については、学校や児童の実態を踏まえ、教科書に掲載されてい
る資料等を活用したり、他の人権課題に変更したりして取り上げることも考えられます。

　　　児童は、アイヌの人々、ハンセン病患者・元患者やその家族、障がいのある人に関する人権課題に気
付き、人権課題へ関心を高めていく中で、教師に人権課題についての質問をすることが想定されます。そ
の際の教師の返答からも児童は学び取っているので、どのような対応が必要かを事前に想定しておきま
しょう。

★３　「障害者差別解消法」の説明例

　障害者差別解消法は、障がいのある人もない人も、共に住みやすい社会をつくることを目
的としています。
　障がいがあることを理由に役所や店などが一方的にサービスを断ってはいけないというこ
とだったり、障がいのある人の行動ができなくなるようなバリア（障壁）があったら、負担
が重くなりすぎない範囲で取り除いたりすることが求められています。
　例えば、（教科書に掲載されているバリアフリートイレの挿絵を示しながら）「バリアフリー
トイレもバリアが取り除かれていますね。これは、バリアフリー法でも決められています。車
いすを使っている人だけでなく、高齢の方や小さい子ども、妊娠されている方にとっても、つ
まりみんなにとっても使いやすいことにつながっていると思いませんか。
　法がつくられ、自分たちがその意味を知って行動していくことは、みんなの権利を守るこ
とにつながっているのです。みんなの権利を守ることは、国や役所の責任であるとともに、一
人一人の責任でもあるのです。」

バリアフリートイレは、けがをした時に、
使ったことがあります。
私たちはみんなのトイレと言っています。

学校の階段にも、てすりがあ
るけど、自分たちも使ってい
ます。

より効果的に学習を進めるために
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○　中学校では、本手引書で取り扱っている他の２つの差別解消法についても同時期に連続して学ぶことが
多く、前時や次時との接続を考える必要があります。

○　女性の人権に関する人権課題については、学校や生徒の実態を踏まえ、教科書に掲載されている資料等
を活用したり、別の人権課題に変更したりする等、指導内容を工夫する必要があります。

★１　　関連資料
○　「賃金構造基本統計調査の概況」（性別にみた賃金についての資料）【厚生労働省】
　　https://www.mhlw.go.jp/toukei/itiran/roudou/chingin/kouzou/z2022/dl/01.pdf
○　「諸外国における企業役員の女性登用について」【内閣府】
　　https://www.gender.go.jp/kaigi/senmon/keikaku_kanshi/siryo/pdf/ka15-2.pdf
○　「第５次福岡県男女協働参画計画」（概要版）
　　https://www.pref.fukuoka.lg.jp/uploaded/life/644827_61370292_misc.pdf

★２　P.85 小学校「障害者差別解消法」の説明例を参考に説明を行うのもよいでしょう。

検証授業でのエピソード

　検証授業を行った際、「車いすユーザーはこうだ」、「聴覚に障がいのある人にはこう支援すれば良い」等の

決めつけや思い込みをもっている児童生徒が少なからずいることが分かりました。

　聴覚に障がいのある人の中には手話が必要な人もいれば、口の形を読む人、筆談を希望する人もいます。

このように、耳が聞こえない人に対する支援も様々です。車いすユーザーの場合は、どうでしょう。単純に映

画館などで車いす専用のスペースがあれば、そこに車いすユーザーは行けばいいと考えてしまいがちではない

でしょうか。車いすユーザーの中には、実は別の場所に座りたいと思っている人がいるかもしれないという感

覚を児童生徒には身に付けてほしいものです。

　検証授業の中で授業者の先生は、生徒に障がいのある人と自分自身とを重ね合わせて考えさせることを意

図して、「自分の座席が決められていたらどう？」と問いかけました。その問いにすぐさま、ある生徒が「地元

の映画館には、車いすスペースはない」と答えました。その発言を受け、先生は「みんなは、どう思った？」

と他の生徒に回答を促しました。すると、「隣の市の映画館には、車いすスペースはある」「車いすスペースが

あると、そこで観ないといけなくなるのか」「地元の映画館には、スペースがないので逆に自由に席が選べる

かもしれない」「実際に車いすの人と映画館で会ったことがないので、こうしたことを考えたことがなかった」

「自由に席は決めたいに違いない」等々、自分の生活経験などにふれ、とても活発な意見が次々に出されまし

た。

　最初の発言に教師があえて答えず、他の生徒に考えさせるように促したため、ごく自然な流れで、「車いすス

ペースがあるのなら、そこで鑑賞すべきか」という視点で論議が深まりました。最後にその先生は、生徒の意

見を収束させ、合理的配慮の提供という視点につなげていきました。

　このエピソードのように、児童生徒の日常との関連性を図るという観点から、児童生徒の
体験を引き出すような発問の工夫が求められます。
　教師と児童生徒の問答が交互に続いていくようなものではなく、ある生徒の回答を、その
まま他の児童生徒に投げかけ、気付きや違った視点からの意見を促すなどの対話が広がる方
へと導いていただきたいと考えています。

中学校の学習展開例に関連して
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○　学習活動１「自立しているとはどういうことなのか」や学習活動２「これまで自分が困ったことやうまくいか
なかったときに、どのようにして解決してきたか」等について、事前アンケートを行い、実態を把握すること
で、より効果的な発問が考えられます。

〇　小学校、中学校段階における学習を想起させたり、他の教科における例えば「自立」「自分らしさ」「共
生社会」等を題材とした教材と関連付けたりするとよいでしょう。

★１　①「A 君」の困りごと（ペア交流ワーク1）で、当事者の尊重の視点で、「『A 君』に困りごとを聞いてみ
れば？」と考えさせたり、「場所や物に『A 君』が（わかる）名称をつける」「その言葉をみんなで使う」
という意見も引き出してもよいでしょう。

★２　【文部科学省ホームページ】では「共生社会」について、以下のように説明されています。

★３　小学校 P.85「障害者差別解消法」の説明例を参考に説明を行ってもいいでしょう。

〇　【参考】人権問題に関する県民意識調査結果報告書（福岡県　令和４年３月）
　「障がいのある人の人権に関することがらで、人権がとくに尊重されていないと思うことはどのようなことで
すか？」という設問に対しての回答は以下のとおりとなっています。

　「共生社会」とは、これまで必ずしも十分に社会参加できるような環境になかった障害者等

が、積極的に参加・貢献していくことができる社会である。それは、誰もが相互に人格と個性

を尊重し支え合い、人々の多様な在り方を相互に認め合える全員参加型の社会である。

「障がいのある人の人権に関することがらで、 人権がとくに尊重されていないと思うことは
どのようなことですか？」

① 「働ける場所や機会が少ないこと」 ５８．７％　

② 「人々の障がいのある人に対する理解が十分でないこと」 ４８．２％

③ 「就職や職場で不利な扱いを受けること」 ４４．３％

④ 「バリア ・ フリーのまちづくりが進んでいないこと」 ４２．４％

高等学校の学習展開例に関連して

（福岡県教育委員会）
〇　同和教育副読本「かがやき」
〇　人権教育学習教材集「あおぞら」
　　小学校低学年用「あしあと　～だれのあしあとかな？～」
　　小学校高学年用「街かどウォッチング　～どんな街をつくりたい？～」
〇　人権教育学習教材集「あおぞら２」
　　小学校低学年用　「かかりのしごと」
　　小学校中学年用　「車いすのおじさん」
　　小学校高学年用　「気になるマーク」

（国・県内市町村等）
○　Youtube 法務省チャンネル「『誰か』のこと　じゃない。」（障がいのある人）編　等の啓発動画
〇　人権教育の手引き～「がいじ」発言への対応と指導～（糸島市教育委員会　平成２７年３月）
〇   「わかったァ」「わかったァ２」（児童生徒支援配置特別支援学校長等連絡会議）（福岡県）

関連する学習教材や資料等
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　福岡県では、障がい及び障がいのある人への誤解及び偏見並びに社会的障壁の存在により、障がいのある
人の自立及び社会参加がいまだ妨げられている状況に鑑み、障がいを理由とする差別の解消の推進に関し、
基本理念を定め、県の責務並びに市町村、事業者及び県民の役割を明らかにするとともに、障がいを理由と
する差別に関する相談に的確に対応し紛争の防止又は解決を図るための体制、啓発の基本方針等を定めるこ
とにより、障がいを理由とする差別の解消を推進し、もって何人も障がいの有無によって分け隔てられることな
く、相互に人格と個性を尊重し合いながら共生する社会の実現に寄与することを目的として、「福岡県障がいを
理由とする差別の解消の推進に関する条例」を制定しました（平成２９年１０月施行）。

〇　条例の概要（福岡県ホームページから）

・障害者差別解消法の実効性を確保するための相談及び紛争防止体制の整備

・事業分野ごとに合理的配慮の留意事項等を情報提供

・行政や事業者による自主的・事前的な改善措置の努力義務

自ら設置する施設及び設備のバリアフリー化、介助者等の人的支援、障がいのある人にとって円

滑な情報の取得及び利用、意思表示並びにコミュニケーションに資するための支援

・人権的視点による防災・防犯、虐待防止への取組

防災・防犯、虐待防止に関し必要な対策を講じる

・その他

県の責務、市町村、事業者及び県民の役割、障がい者差別解消支援地域協議会を組織、県による

職員への研修、事業者への研修支援、県民への啓発

　最後に、「福岡県障がいを理由とする差別の解消の推進に関する条例」「福岡県手

話言語条例」について、紹介します。

　「障害者差別解消法」と併せて、ぜひ先生方に知っておいてほしいと思います。

　本手引書では、福岡県障がいを理由とする差別の解消の推進に関する条例に基づき、「障害」に
ついては「障がい」、「障害者」については「障がいのある人」と表記しています（法令からの引用等
を除く）。

　また、令和５年４月施行の「福岡県手話言語条例」では、きこえない・きこえにくい方が手話を使い、日常
生活や社会生活を安心して営むことができる社会の実現に寄与するため、手話が言語であるという認識の下、
手話の普及その他の手話を使用しやすい環境の整備に関する基本理念を定め、県の責務並びに市町村、県
民及び事業者の役割を明らかにするとともに、県の施策を総合的かつ計画的に推進するために必要な基本的
事項を定めています。

〇　条例制定の趣旨（福岡県ホームページから）

・障害者の権利に関する条約において、言語には手話その他の形態の非音声言語が含まれること

が明記され、また、障害者基本法においても、言語には手話が含まれることが明記されている。

・一方で、我が国では、過去の一時期にろう学校において手話の使用が制限されるなど、手話の

使用について様々な制約を受けてきた歴史があり、手話が言語であることに対する理解が十分

であるとは言えない。

・手話は言語であり、意思疎通にとどまらず、豊かな思考と人間性を涵養し、知的かつ心豊かな

生活を送るために無くてはならない文化的所産である。

・こうした認識の下、手話を言語として明確に位置付けるとともに、ろう者が手話を使い日常生

活や社会生活を安心して営むことができる社会の実現を目指し、この条例を制定する。

福岡県障がいを理由とする差別の解消の推進に関する条例について

福岡県手話言語条例について
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